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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイドルモードにいる移動局加入者(ＭＳＳ)の利用可能性を検証する方法であって、
　前記アイドルモードに進入するために前記ＭＳＳにより基地局に要請する段階として、
前記基地局が複数の基地局を含むページンググループに係る段階と、
　前記アイドルモードに進入するために、前記基地局からページング識別子、ページング
サイクル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含むアイドルモード応答
コマンドを受信する段階と、
　前記基地局に対する前記ＭＳＳの利用可能性を検証するために、前記ＭＳＳがアイドル
モードにいる間、レンジング遂行に係るアクションコードを含むページングコマンドを前
記基地局から受信する段階とを含み、
　所定周期の間、前記基地局に対してレンジングが成功的に遂行されないと、前記基地局
は、ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマンドを
継続的に伝送することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、前記ＭＳＳは前記
基地局により維持されたアイドルモードリストから除去されることを特徴とする、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アイドルモードリストの前記ＭＳＳの除去は、前記ページンググループ内の複数の
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基地局の各々で遂行されることを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定周期は、ページングサイクルであることを特徴とする、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記所定周期は、前記基地局から前記ページングコマンドに応答してレンジング要請を
伝送するための前記ＭＳＳに対する最大割当て時間に係る時間満了に基づくことを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、前記ＭＳＳはペー
ジング制御機により維持されたアイドルモードリストから除去されることを特徴とする、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ページングコマンドは、前記ＭＳＳに対してダウンリンクされるトラフィックデー
タがある時に受信されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法であって、
　前記ＭＳＳによりアイドルモードに進入するようにページング制御機に要請する段階と
して、ページング制御機が複数の基地局を含むページンググループに係る段階と、
　ページング識別子、ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくと
も一つを含むアイドルモード応答コマンドを前記ページング制御機から受信してアイドル
モードに進入する段階と、
　前記ページング制御機に対する前記ＭＳＳの利用可能性を検証するために、前記ＭＳＳ
がアイドルモードにいる間、レンジング遂行に係るアクションコードを含むページングコ
マンドを前記ページング制御機から受信する段階とを含み、
　所定周期の間、ページング制御機に対してレンジングが成功的に遂行されないと、前記
ページング制御機はページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまで前記ペ
ージングコマンドを継続的に伝送することを特徴とする、方法。
【請求項９】
　アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法であって、
　前記ＭＳＳからアイドルモードに進入するための要請を受信する段階として、前記基地
局が複数の基地局と動作可能に連結したページンググループに係る段階と、
　ページング識別子、ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくと
も一つを含むアイドルモード応答コマンドを前記ＭＳＳに伝送して、アイドルモードに進
入するための要請に応答してアイドルモードに進入する段階と、
　前記基地局に対する前記ＭＳＳの利用可能性を検証するために、前記ＭＳＳがアイドル
モードにいる間、レンジング遂行に係るアクションコードを含むページングコマンドを前
記ＭＳＳに伝送する段階とを含み、
　所定周期の間、基地局に対してレンジングが成功的に遂行されないと、前記基地局はペ
ージングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまで前記ページングコマンドを継
続的に伝送することを特徴とする、方法。
【請求項１０】
　前記ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、前記ＭＳＳは前記
基地局により維持されたアイドルモードリストから除去されることを特徴とする、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アイドルモードリストの前記ＭＳＳの除去は、前記ページンググループ内の複数の
基地局の各々で遂行されることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記所定周期は、ページングサイクルであることを特徴とする、請求項９に記載の方法
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。
【請求項１３】
　前記所定周期は、前記基地局から前記ページングコマンドに応答してレンジング要請を
伝送するための前記ＭＳＳに対する最大割当て時間に係る時間満了に基づくことを特徴と
する、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、前記ＭＳＳはペー
ジング制御機により維持されたアイドルモードリストから除去されることを特徴とする、
請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ページングコマンドは、前記ＭＳＳに対してダウンリンクされるトラフィックデー
タがある時に受信されることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線アクセスシステムに関し、特に、無線アクセスシステムにおけるアイド
ルモード移動局加入者の利用可能性を検証することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、広帯域無線アクセスシステムは、移動局加入者(ＭＳＳ：mobile subscriber sta
tion)の電力消費を最小化するためにアイドルモードを支援する。アイドルモードの間、
ＭＳＳは、同じページングゾーンで基地局間を移動する時にハンドオーバーを遂行するこ
とができない。よって、ＭＳＳは、ハンドオーバーを遂行するためのアップリンク情報の
伝送が不要であるため、対応する電力消費を減少させる。
【０００３】
　ページングゾーンは、ページンググループと呼ばれる複数の基地局により制御されるゾ
ーンを言う。ページンググループ内のそれぞれの基地局は、同じページングサイクル(Ｐ
ａｇｉｎｇ＿Ｃｙｃｌｅ)及び同じページングオフセット(Ｐａｇｉｎｇ＿Ｏｆｆｓｅｔ)
を持つ。
【０００４】
　ＭＳＳは、基地局にアイドルモードからスイッチングすることを要請できる。基地局は
、ページンググループＩＤ、ページングサイクル及びページングオフセットを含むページ
ングメッセージを提供する。したがって、対応するＭＳＳはアイドルモードにスイッチン
グされ得る。アイドルモードの間、ＭＳＳは、それぞれのページングサイクルで基地局に
より提供されたページングメッセージに基づいてアイドルモードを継続するか終了するか
を判定する。
【０００５】
　トラフィックがアイドルモードにある間、ＭＳＳにより伝送される必要がある場合、Ｍ
ＳＳはアイドルモードを終了する。例えば、ＭＳＳは、ＢＳによりアイドルモードを終了
することができる。さらに、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、他のページングゾーンへ
移動したりそのシンクを喪失したりして、所定時間内にページングを受信できない場合、
ＭＳＳはアイドルモードを終了する。
【０００６】
　ＭＳＳがアイドルモードにいる間、ＭＳＳは、通常的に周期的なページングを受信して
、受信又は伝送するトラフィックがない限り、ハンドオーバーを遂行することなく、同じ
ページングゾーンで自由な移動を保障する。
【０００７】
　アイドルモードに進入するＭＳＳの手順については後述する。ＭＳＳは、アイドルモー
ド要請メッセージをサービングＢＳに伝達してアイドルモードに進入する。サービングＢ
Ｓは、ページンググループＩＤ、ページングサイクル及びページングオフセットを、アイ
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ドルモード応答メッセージを介してＭＳＳに提供する。また、サービングＢＳは、連結情
報とともに、ＭＳＳに割り当てられた無線リソースをＭＳＳにリリース(release)する。
さらに、サービングＢＳは、アイドルモードに進入するＭＳＳのＭＡＣアドレスをページ
ンググループのＢＳに提供して、それぞれのＢＳが同じページングサイクルにより対応す
るＭＳＳをページングするようにする。
【０００８】
　ＭＳＳは、ページングサイクルによってＢＳから伝達された放送フォーマットのページ
ングメッセージを評価することで、ＭＳＳに伝達される必要があるダウンリンクトラフィ
ックが存在するか否かを判定した後、アイドルモード応答メッセージを介してアイドルモ
ードに進入することが許容される。このような判定は、レンジング(ranging)を遂行する
か、アイドルモードを維持するかにより行われる。
【０００９】
　図１は、基地局(ＢＳ)からアイドルモードＭＳＳにより受信されたページングメッセー
ジのフォーマットを示す図である。
【００１０】
　図１によれば、ページングメッセージがＭＳＳに対するダウンリンクトラフィックが存
在すると示した場合、ＭＳＳは、アイドルモードを終了し、ダウンリンクトラフィックを
受信するためにネットワークを再登録する。ＭＳＳは、ページングメッセージを介してレ
ンジングを遂行するように要請した場合、レンジングを遂行することで、ＢＳがＭＳＳの
ロケーション及びアイドルモードＭＳＳリストを更新することを許容する。ページングメ
ッセージがＭＳＳにアクションなしを示した場合、ＭＳＳはアイドルモードを維持する。
【００１１】
　その後、アップリンク又はダウンリンクトラフィックが通信される必要がある場合、或
いは、ページンググループがＭＳＳアイドルモードを終了するために他のＢＳにハンドオ
ーバーされる場合、ＢＳは、同じページンググループに属する他のＢＳに、他のＢＳがア
イドルモードＭＳＳリストから対応するＭＳＳを除去するように通知する。
【００１２】
　ＭＳＳがアイドルモードにいる間、ＭＳＳは、通常的にアップリンクトラフィックを持
っていない。したがって、ＭＳＳの連続的な利用可能性を提供するために、ＢＳは、ペー
ジングメッセージをＭＳＳに伝達して、対応するＭＳＳがレンジングを遂行できるように
する。ＢＳは、ＭＳＳからレンジング要請を介してアップリンク情報を受信した後のみに
、ＭＳＳの利用可能性を検証する。
【００１３】
　しかしながら、ＭＳＳの電源が切ってあるとき、或いは、ＭＳＳが不良なチャンネル環
境にいるとき、ＭＳＳは、ＢＳが伝達のためのページングメッセージ(例えば、アクショ
ンコードは“０ｘ０１(レンジング遂行)”又は“０ｘ０２(ネットワーク進入)”である)
を設定しても、ページングメッセージを受信することができない。このとき、ＢＳはＭＳ
Ｓからレンジング要請メッセージを受信することができない。したがって、ＭＳＳが通常
的に動作されない場合、ＢＳは、ＭＳＳがこれ以上利用可能でないと決定する。さらに、
ＢＳは、対応するＭＳＳに対する全ての管理リソース(例えば、ページング用ＭＡＣアド
レス等)を配布する必要があり、同じページンググループの他のＢＳがアイドルモードＭ
ＳＳリストから対応するＭＳＳを除去する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　よって、本発明は、一つ以上の従来技術の問題点を実質的に解消する、無線アクセスシ
ステムにおけるアイドルモードＭＳＳの利用可能性を検証することを指向する。
【００１５】
　本発明の目的は、ＭＳＳに伝達されたページングメッセージを用いて、ＢＳにより利用
可能なアイドルモードＭＳＳのリスト更新方法を提供することにある。



(5) JP 4654241 B2 2011.3.16

10

20

30

40

50

【００１６】
　本発明の利点、目的及び特徴は、次の発明の詳細な説明において部分的に開示される。
本発明の他の目的及び利点は、添付された特許請求の範囲と、図面に基づいて後述する本
発明の好適な実施形態とにより自明に理解されるべきである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記目的及び利点を達成するために、本発明の一実施形態において、アイドルモードで
あるＭＳＳの利用可能性を検証する方法は、アイドルモードに進入するためにＭＳＳによ
る基地局に要請する段階として、基地局が複数の基地局を含むページンググループに係る
段階と、アイドルモードに進入するために基地局からアイドルモード応答コマンドを受信
する段階とを含み、アイドルモード応答コマンドは、ページング識別子、ページングサイ
クル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含む。また、この方法は、基
地局に対するＭＳＳの利用可能性を検証するために、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、
レンジング遂行に係るアクションコードを含むページングコマンドを基地局から受信する
段階をさらに含み、所定周期の間、基地局に対してレンジングが成功的に遂行されないと
、基地局はページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマ
ンドを継続的に伝送する。
【００１８】
　ページングコマンドは、ダウンリンクデータがない時に受信されるのが好ましい。ペー
ジングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、ＭＳＳは基地局により維持さ
れるアイドルモードから除去される。アイドルモードリストのＭＳＳの除去は、ページン
ググループから複数の基地局の各々で遂行される。
【００１９】
　所定周期は、ページングサイクルであり得る。代りに、所定周期は、基地局からページ
ングコマンドに応答してレンジング要請を伝送するためにＭＳＳに対する最大割当て時間
に係る時間満了に基づく。
【００２０】
　ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、ＭＳＳはページング制
御機により維持されるアイドルモードから除去される。ページングコマンドは、ＭＳＳに
ダウンリンクされるトラフィックデータがある時に受信される。
【００２１】
　他の実施形態において、アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法は、
ＭＳＳによりアイドルモードに進入するようにページング制御機に要請する段階として、
ページング制御機が複数の基地局を含むページンググループに係る段階と、ページング識
別子、ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含むア
イドルモード応答コマンドをページング制御機から受信してアイドルモードに進入する段
階とを含む。この方法は、ページング制御機に対するＭＳＳの利用可能性を検証するため
に、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、レンジング遂行に係るアクションコードを含むペ
ージングコマンドをページング制御機から受信する段階をさらに含み、所定周期の間、ペ
ージング制御機に対してレンジングが成功的に遂行されないと、ページング制御機はペー
ジングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマンドを継続的に
伝送する。
【００２２】
　また他の実施形態において、アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法
は、ＭＳＳからアイドルモードに進入するとの要請を受信する段階として、基地局が複数
の基地局と動作可能に連結したページンググループに係る段階と、ページング識別子、ペ
ージングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含むアイドルモ
ード応答コマンドをＭＳＳに伝送して、アイドルモードに進入するための要請に応答して
アイドルモードに進入する段階とを含む。この方法は、基地局に対するＭＳＳの利用可能
性を検証するために、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、レンジング遂行に係るアクショ
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ンコードを含むページングコマンドをＭＳＳに伝送する段階をさらに含み、所定周期の間
、基地局に対してレンジングが成功的に遂行されないと、基地局はページングリトライカ
ウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマンドを継続的に伝送する。
【００２３】
　前述した説明及び後述する本発明の詳細な説明は、例示のためのものだけで、本発明の
請求要旨を追加的に説明するためのものに留意すべきである。
【００２４】
　本発明の追加的な利点、特性及び好適な実施形態は、添付された特許請求の範囲と、図
面に基づいて以下に説明される本発明の好適な実施形態とから自明に理解されるべきであ
る。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、他の基地局のカバレッジ領域で電力ダウンを要請するのに制限がない
。カバレッジ領域を逸脱することなく、或いは、カバレッジ領域に復帰することなく、ア
イドルモードを許容した基地局で電力ダウンすることができる。ＭＳＳによる電力ダウン
の通知は、ＢＳのカバレッジ領域に効率的なリソース管理を提供する。ＭＳＳの状態をＢ
Ｓが決定することなく、ＭＳＳがＢＳに電力ダウンの意図を通知することにより、ＢＳは
ＭＳＳ及びＢＳに係るリソースを効率良く管理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、添付図面に基づき、本発明の例示的な実施形態を詳細に説明する。また、図にお
いて、同一または類似な構成要素については同じ符号を付けて使用する。
【００２７】
　一実施形態において、本発明は、広帯域無線アクセスシステムで具現される。他の実施
形態において、本発明は、非広帯域標準によって動作する無線通信システムで具現される
。
【００２８】
　他の実施形態において、ＭＳＳがアイドルモードにいるとき、全てのページングサイク
ルでサービング基地局(サービングＢＳ)から遂行レンジングコマンドをチェックする。換
言すれば、サービングＢＳはＭＳＳが“生きているか否か”をチェックするためにＭＳＳ
に遂行レンジングコマンドを周期的に伝送する。遂行レンジングコマンドが存在すると、
ＭＳＳはレンジング要請をサービングＢＳに伝送する。サービングＢＳがＭＳＳからレン
ジング要請を受信しなかった場合、サービングＢＳはページングリトライしきい値が満足
されるまで遂行レンジングコマンドを繰返伝送する。ページングリトライしきい値が満足
されると、サービングＢＳはアイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳを除去する。
【００２９】
　また他の実施形態において、ＭＳＳはアイドルモードに進入し、サービングＢＳはペー
ジングリトライカウント及びアップリンク情報受信待機時間(レンジング要請メッセージ
受信待機時間)を含む多様なパラメーターを用いてＭＳＳの利用可能性を検証できる。移
動局加入者は、アイドルモードにいるか否かに関係なしにＭＳＳと言及される。
【００３０】
　ＭＳＳの利用可能性は、ページングリトライカウント及びアップリンク情報受信待機時
間を用いて検証される。また、ＭＳＳの利用可能性は、ページングリトライカウントだけ
を用いて検証されることができる。さらに、ＭＳＳの利用可能性は、アップリンク情報受
信待機時間だけを用いて検証されることもできる。アップリンク情報受信待機時間は、ペ
ージングサイクルと同一に設定されるのが好ましい。また、アップリンク受信待機時間は
タイマーにより決定されることができる。
【００３１】
　ＭＳＳは、サービングＢＳから周期的に伝達されたページングメッセージの同期化を喪
失する場合もあり得るため、ＭＳＳがサービングＢＳからページングメッセージを受信す
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ることができなくなる。ＭＳＳがサービングＢＳからページングメッセージを受信するこ
とができない場合、ＭＳＳはネットワークに再登録を遂行する。一方、サービングＢＳが
ＭＳＳからアップリンク情報を受信することができない場合、ＭＳＳにページングメッセ
ージを介してアップリンク情報を伝送することを要請しても、サービングＢＳはＭＳＳが
利用可能でないと決定することができる。
【００３２】
　ページングメッセージは、レンジング要請をＭＳＳからサービングＢＳに伝達するよう
に設定される。ＭＳＳは、レンジング要請を競合－基盤アップリンクレンジングチャンネ
ル(competition-based uplink ranging channel)を介してサービングＢＳに伝達する。サ
ービングＢＳがＭＳＳからレンジング遂行を要請するが、レンジング要請メッセージ受信
待機時間の特定持続時間の間、ＭＳＳからレンジング要請メッセージを受信することがで
きない場合、サービングＢＳはレンシングが失敗したと決定する。
【００３３】
　図２は、本発明の一実施形態による無線アクセスシステムにおけるページングサイクル
に基づいてＭＳＳの利用可能性の検証を示す図である。
【００３４】
　図２によれば、ＭＳＳ(２１０)は、登録配布要請(ＤＲＥＧ－ＲＥＱ)メッセージをサー
ビングＢＳ(２２０)に伝達することによりアイドルモードに進入する。サービングＢＳ(
２２０)は、ページンググループＩＤ(ＰＧ－ＩＤ)、ページングサイクル(ＰＧ－ＣＹＴ)
及びページングオフセット(ＰＧ－ＯＦＦＳＥＴ)を伝達することによりＤＲＥＧ－ＲＥＱ
メッセージに応答する。サービングＢＳ(２２０)は、ＭＳＳ(２１０)に連結情報を配布し
、ＭＳＳ(２１０)に割り当てられた無線リソースを配布する。
【００３５】
　サービングＢＳ(２２０)は、アイドルモードに進入するＭＳＳ(２１０)のＭＡＣアドレ
スをサービングＢＳ(２２０)のページンググループのＢＳに提供し、それぞれのＢＳが同
じページングサイクルだけＭＳＳ(２１０)をページングできるようにする。例えば、それ
ぞれのＢＳは、ページングメッセージ(ＭＯＢ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)を伝送して、ＭＳＳ(２
１０)がレンジングを要請するように指示する。
【００３６】
　ＭＳＳ(２１０)は、登録配布コマンド(ＤＲＥＧ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)を介してアイドルモ
ードに進入することが許容され、ダウンリンクトラフィックがページングサイクルによっ
てサービングＢＳ(２２０)から誘導された放送－フォーマットされたページングメッセー
ジを介してＭＳＳ(２１０)に伝達されるか否かを判定する。また、ＭＳＳ(２１０)は、レ
ンジングを遂行するか否か及び／又はアイドルモードを維持するか否かを判定する。図２
において、ＭＳＳ(２１０)の利用可能性を検証するとき、ページングサイクル及びページ
ングリトライカウントが活用される。
【００３７】
　ページングメッセージ(ＭＯＢ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)(アクションコード＝レンジング遂行
又はネットワーク進入)をＭＳＳ(２１０)に伝送した後、サービングＢＳ(２２０)は、レ
ンジング要請メッセージがＭＳＳ(２１０)から受信されるまでページングサイクルを待機
する。サービングＢＳ(２２０)が次のページングメッセージを伝達する時間の以前、すな
わち、ページングサイクルの満了後、ＭＳＳ(２１０)からアップリンク情報を受信しない
と、サービングＢＳ(２２０)はレンジングを失敗したと判定する。このとき、ＭＳＳ(２
１０)の利用可能性は、アップリンク情報受信待機時間を用いて検証される。サービング
ＢＳ(２２０)は、ＭＳＳ(２１０)が利用可能でなく、アイドルモードＭＳＳリストからＭ
ＳＳ(２１０)を除去すると決定する。代りに、複数のＢＳに連結しているページング制御
機は、ＭＳＳ(２１０)が利用可能でなく、アイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１
０)を除去すると決定する。
【００３８】
　ページングリトライカウントは、ＭＳＳ(２１０)からレンジング要請を受信できないと
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き、サービングＢＳ(２２０)により行なわれたリトライカウントを示す。サービングＢＳ
(２２０)は、所定のページングリトライカウントを含むページングメッセージ(ＭＯＢ－
ＰＡＧ－ＡＤＶ)(アクションコード＝レンジング遂行又はネットワーク進入)をＭＳＳ(２
１０)に伝達する。サービングＢＳ(２２０)がページングメッセージを伝達したが、ＭＳ
Ｓ(２１０)からレンジング要請を受信できない場合、サービングＢＳ(２２０)は、ＭＳＳ
(２１０)が利用可能でなく、アイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)を除去する
と決定する。したがって、ＭＳＳ(２１０)の利用可能性は、ページングサイクル及びペー
ジングリトライカウントのような２つのパラメーターを用いて検証される。
【００３９】
　サービングＢＳ(２２０)がＭＳＳ(２１０)からレンジング要請を受信すると、サービン
グＢＳ(２２０)(又はページング制御機)は、アイドルモードＭＳＳリストを介してＭＳＳ
(２１０)の利用可能性を更新し、同じページンググループに属するＢＳに、同じページン
ググループに属するＢＳがバックボーンメッセージを介してアイドルモードリストを更新
できることを通知する。
【００４０】
　一方、サービングＢＳ(２２０)がページングサイクル及びページングリトライの設定を
介して所定時間内でＭＳＳ(２１０)からレンジング要請を受信しないと、サービングＢＳ
は、利用可能なアイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)を除去し、ＭＳＳ(２１
０)に係る情報及び管理リソースを配布する。また、サービングＢＳ(２２０)は、バック
ボーンメッセージを用いて同じページンググループに属するＢＳに、これらのアイドルモ
ードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)を除去することを通知する。
【００４１】
　図３は、本発明の一実施形態による無線アクセスシステムにおけるタイマーを用いたＭ
ＳＳの利用可能性の検証を示す図である。
【００４２】
　図３によれば、ＭＳＳ(２１０)の利用可能性は、タイマー及びページングリトライカウ
ントを用いて検証される。
【００４３】
　ページングメッセージ(ＭＯＢ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)(アクションコード＝レンジング遂行
又はネットワーク進入)を伝送した後、サービングＢＳ(２２０)は、レンジング要請メッ
セージがＭＳＳ(２１０)から受信されるまでタイマーの動作時間を待機する。サービング
ＢＳ(２２０)が次のページングメッセージを伝達する時間の以前(タイマの満了に基づく)
、ＭＳＳ(２１０)からアップリンク情報を受信しない場合、サービングＢＳ(２２０)はレ
ンジングが失敗したと決定する。アップリンク待機時間だけを介してＭＳＳ(２１０)の利
用可能性を検証するとき、サービングＢＳ(２２０)は、ＭＳＳ(２１０)が利用可能でなく
、アイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)が除去されたと決定する。
【００４４】
　サービングＢＳ(２２０)は、所定のページングリトライカウントを含むページングメッ
セージ(ＭＯＢ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)(アクションコード＝レンジング遂行又はネットワーク
進入)をＭＳＳ(２１０)に伝達する。サービングＢＳ(２２０)がページングメッセージを
伝達しても、ＭＳＳ(２１０)からレンジング要請を受信できない場合、サービングＢＳ(
２２０)は、ＭＳＳ(２１０)が利用可能でなく、アイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(
２１０)を除去すると決定する。
【００４５】
　ＭＳＳ(２１０)の利用可能性は、２つのパラメーター、ページングサイクル及びページ
ングリトライカウントを介して検証される。ＭＳＳ(２１０)の利用可能性は、それぞれの
パラメーターの設定によって決定される。
【００４６】
　一実施形態において、タイマーの動作サイクルがページングサイクルよりも低いと、サ
ービングＢＳ(２２０)は、ページングリトライカウントを介してＭＳＳ(２１０)の利用可
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能性を決定する。ページングリトライカウントを介してＭＳＳ(２１０)の利用可能性を更
新するとき、タイマーを利用する必要はない。例えば、サービングＢＳ(２２０)が次のペ
ージング時間開始前(ページングメッセージ(ＭＯＢ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)の伝達後)、ＭＳＳ
(２１０)からアップリンク情報を受信できない場合、サービングＢＳ(２２０)は、レンジ
ング失敗によりレンジングリトライを遂行すると決定する。他の実施形態において、ペー
ジングリトライカウントが０に設定されるとき、仮に、ページングメッセージによりＭＳ
Ｓ(２１０)が初期レンジングを要請するようにした後、タイマーが満了された場合、サー
ビングＢＳ(２２０)はＭＳＳ(２１０)が利用可能でないと決定する。
【００４７】
　また他の実施形態において、ＭＳＳ(２１０)のレンジング要請は、競合－基盤レンジン
グチャンネルを介して遂行される。すなわち、ページングコマンドはページングサイクル
に基づく。レンジングリトライはタイマーの満了に基づく。タイマー満了はレンジング要
請を伝送するためのＭＳＳ(２１０)に対する最大割り当て時間に基づく。本実施形態にお
いて、初期レンジングと類似している手順が使用されることもできる。ＭＳＳ(２１０)は
、レンジング要請メッセージをサービングＢＳ(２２０)に伝達した後、レンジング応答メ
ッセージを最大２００ｍｓ間待機する。サービングＢＳ(２２０)からレンジング応答メッ
セージを受信した後、ＭＳＳ(２１０)は次のレンジングメッセージを伝達するために最大
２秒間待機する。最大２秒の待機時間はレンジング応答メッセージを受信していない理由
により、次のレンジング要請メッセージを再伝送するのに適用されることができる。さら
に他の実施形態において、ＭＳＳ(２１０)のレンジング要請リトライカウントは少なくと
も１６である。したがって、２待機時間及びレンジング要請リトライを活用することによ
り、サービングＢＳ(２２０)のレンジング要請待機時間はタイマーによって決定される。
さらに他の実施形態において、対応する待機時間は少なくとも３３秒である。
【００４８】
　もう一つの実施形態において、サービングＢＳ(２２０)がページングメッセージ(ＭＯ
Ｂ－ＰＡＧ－ＡＤＶ)を介してＭＳＳ(２１０)にレンジング用アップリンクチャンネルを
以前に割り当てるとき、ページンググループに属する全てのＢＳが延長された持続時間の
間、ＭＳＳ(２１０)にアップリンクレンジングチャンネルを割り当てる必要はない。した
がって、本実施形態において、タイマーを介したＭＳＳ(２１０)の利用可能性の検証は義
務的である。義務的な利用可能性検証の場合、タイマーはフレーム単位に設定される。設
定されたフレーム単位内でＭＳＳ(２１０)からレンジング要請がないと、サービングＢＳ
(２２０)は、ＭＳＳ(２１０)に割り当てられたアップリンクチャンネルを配布し、アイド
ルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)を除去する。
【００４９】
　一実施形態において、サービングＢＳ(２２０)は、ＭＳＳ(２１０)からレンジング要請
を受信すると、アイドルモードＭＳＳリストを介してＭＳＳ(２１０)の利用可能性を更新
し、同じページンググループに属する他のＢＳがこれらのアイドルモードＭＳＳリストを
更新できるようにバックボーンメッセージを伝送する。
【００５０】
　他の実施形態において、サービングＢＳ(２２０)は、タイマーを介して予め定義された
時間及びページングリトライ設定内において、ＭＳＳ(２１０)からレンジング要請を受信
できないと、アイドルモードＭＳＳリストからＭＳＳ(２１０)を除去し、ＭＳＳ(２１０)
に係る管理リソース及び情報を配布する。サービングＢＳ(２２０)は、バックボーンメッ
セージを用いて、同じページンググループに属するＢＳに、ＭＳＳ(２１０)がこれらのア
イドルモードＭＳＳリストから除去されることを通知する。
【００５１】
　一実施形態において、アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法は、ア
イドルモードに進入するためにＭＳＳが基地局に要請する段階として、基地局が複数の基
地局を含むページンググループに係る段階と、アイドルモードに進入するために基地局か
らページング識別子、ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくと
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も一つを含むアイドルモード応答コマンドを受信する段階とを含む。また、この方法は、
基地局に対するＭＳＳの利用可能性を検証するために、ＭＳＳがアイドルモードにいる間
、レンジング遂行に係るアクションコードを含むページングコマンドを基地局から受信す
る段階をさらに含み、所定周期の間、基地局に対してレンジングが成功的に遂行されない
と、基地局はページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまでページングコ
マンドを継続的に伝送する。
【００５２】
　ページングコマンドは、ダウンリンクデータがない時に受信されるのが好ましい。ペー
ジングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、ＭＳＳは基地局により維持さ
れるアイドルモードから除去される。アイドルモードリストのＭＳＳの除去は、ページン
ググループから複数の基地局の各々で遂行される。
【００５３】
　所定周期は、ページングサイクルであリ得る。代りに、所定周期は、基地局からページ
ングコマンドに応答してレンジング要請を伝送するためにＭＳＳに対する最大割当て時間
に係る時間満了に基づく。
【００５４】
　ページングリトライカウントが所定のしきい値に到達するとき、ＭＳＳは、ページング
制御機により維持されたアイドルモードリストから除去される。ページングコマンドは、
ＭＳＳにダウンリンクされるトラフィックデータがある時に受信されるのが好ましい。
【００５５】
　他の実施形態において、アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法は、
ＭＳＳによりアイドルモードに進入するようにページング制御機に要請する段階として、
ページング制御機が複数の基地局を含むページンググループに係る段階と、ページング識
別子、ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含むア
イドルモード応答コマンドをページング制御機から受信してアイドルモードに進入する段
階とを含む。この方法は、ページング制御機に対するＭＳＳの利用可能性を検証するため
に、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、レンジング遂行に係るアクションコードを含むペ
ージングコマンドをページング制御機から受信する段階をさらに含み、レンジングが所定
周期の間、ページング制御機に対して成功的に遂行されないと、ページング制御機はペー
ジングリトライカウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマンドを継続的に
伝送する。
【００５６】
　また他の実施形態において、アイドルモードにいるＭＳＳの利用可能性を検証する方法
は、ＭＳＳからアイドルモードに進入するための要請を受信する段階として、基地局が複
数の基地局と動作可能に連結したページンググループに係る段階と、ページング識別子、
ページングサイクル及びページングサイクルオフセットの少なくとも一つを含むアイドル
モード応答コマンドをＭＳＳに伝送してアイドルモードに進入するための要請に応答して
アイドルモードに進入する段階とを含む。この方法は、基地局に対するＭＳＳの利用可能
性を検証するために、ＭＳＳがアイドルモードにいる間、レンジング遂行に係るアクショ
ンコードを含むページングコマンドをＭＳＳに伝送する段階をさらに含み、レンジングが
所定周期の間、基地局に対して成功的に遂行されないと、基地局はページングリトライカ
ウントが所定のしきい値に到達するまでページングコマンドを継続的に伝送する。
【００５７】
　これにより、本発明は、サービングＢＳがＭＳＳの利用可能性をチェックする。ＭＳＳ
の利用可能性をチェックすることにより、サービングＢＳは、ＭＳＳが周期的なページン
グメッセージを受信できないことを防止し、この場合、ＭＳＳの電力はターンオフされ、
チャンネル状態は劣化される。
【００５８】
　サービングＢＳは、ＭＳＳに係る利用可能性の更新情報をバックボーンメッセージを介
して同じページンググループに属する他のＢＳに伝達することで、同じページンググルー
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プに属するＢＳがページングメッセージを利用可能でないＭＳＳに伝達することを防止す
る。
【００５９】
　さらに、アップリンクチャンネルがＭＳＳに保有又は割り当てられるとき、サービング
ＢＳはＭＳＳに割り当てられたアップリンクチャンネル及びＭＳＳに係る管理リソースを
配布する。よって、ＭＳＳの電力消費は最小化され、アイドルモードＭＳＳリストは効率
良く更新される。
【００６０】
　本発明の他の実施形態において、ＭＳＳは、アイドルモードの間、電力ダウン(電力タ
ーンオフ)を選択できる。基地局に電力ダウンに対する決定を通知することにより、ネッ
トワーク(ＭＳＳがアイドルモードに進入することを許容する最終基地局又はページング
制御機)により保有されたＭＳＳに関する対応情報は消去され得る。
【００６１】
　本発明の実施形態において、レンジング要請メッセージ及びレンジング応答メッセージ
は、ＭＳＳにより電力遮断を達成するのに使用される。動作時、ＭＳＳがアイドルモード
にいる間、電力ダウンをトライすると、電力ダウンに対する要請はレンジング要請メッセ
ージを介してネットワーク(ＭＳＳがアイドルモードに進入することを許容する最終基地
局又はページング制御機)に伝送される。続いて、レンジング要請メッセージを介して電
力ダウン要請を受信するネットワークは、レンジング応答メッセージを介して多様な情報
をＭＳＳに伝送する。
【００６２】
　図４は、本発明の一実施形態によるアイドルモードにおけるＭＳＳのシグナルリング動
作を示す図である。図４によれば、ＭＳＳは、登録解除要請(ＤＲＥＧ－ＲＥＱ)メッセー
ジを介してアイドルモードに進入することを要請する要請メッセージを、第１のネットワ
ークエンティティに伝送する(Ｓ１０)。第１のネットワークエンティティは、基地局又は
ページング制御機であり得る。要請メッセージには、第１のネットワークエンティティが
ネットワークに対して以後の再進入のためにＭＳＳが所望するＭＳＳ選好セッション情報
を含む。このようなＭＳＳ選好セッション情報は、検証情報、ＩＰアドレス情報、ＭＳＳ
能力、管理連結識別及びネットワークサービスを維持するのに必須な情報のような情報を
含む。
【００６３】
　要請メッセージを受信した後、第１のネットワークエンティティは、ページンググルー
プで同じページング識別を持つ少なくとも一つ又は全ての他のネットワークエンティティ
にバックボーンチャンネルを介して通知を放送し、対応するＭＳＳがページンググループ
内のそれぞれのネットワークエンティティに付加される(Ｓ２０)。
【００６４】
　要請メッセージに応答して、第１のネットワークエンティティは、登録解除応答コマン
ド(ＤＲＥＧ－ＣＭＤ)を介して選択されたセッション情報を対応するＭＳＳに伝送する(
Ｓ３０)。選択されたセッション情報は、アイドルモードから以後のＭＳＳネットワーク
再進入を促進するのに有用な任意のＭＳＳサービス及び動作情報を含む。選択されたセッ
ション情報は、ＭＳＳにより要請された所望するセッション情報と同一であったり、異な
ったりこれらの組合であり得る。さらに、ＤＲＥＧ－ＣＭＤの伝送時、ページングサイク
ル、ページングオフセット及びページング識別のような他の情報が含まれることができる
。ＤＲＥＧ－ＣＭＤは、ＭＳＳにより要請されたアイドルモードに進入することを許容す
るコマンド又はメッセージである。
【００６５】
　第２のネットワークエンティティからＤＲＥＧ－ＣＭＤの受信時、ＭＳＳはアイドルモ
ードに進入する。アイドルモードの間、ＭＳＳは、第１のネットワークエンティティから
特定時間スロット又は間隔をおいてページングメッセージを受信することができる(Ｓ４
０)。ページングメッセージは、任意のダウンリンクトラフィックが存在するか、或いは
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【００６６】
　ＭＳＳが同じページング識別を持つ同じページンググループ内の第２のネットワークエ
ンティティに移動する場合(Ｓ５０)、ＭＳＳは、同じページングサイクルで第２のネット
ワークエンティティからページングメッセージと、第１のネットワークエンティティから
受信されたページングオフセットとを受信する(Ｓ６０)。
【００６７】
　こうした周期(アイドルモード)の間、ＭＳＳは、電力デプレッションされたり、或いは
、簡単に電力ダウンを選択できる。対応するＭＳＳは、レンジング要請メッセージを介し
て電力オフ／ダウンを示すメッセージ(例えば、電力ダウン指示者)を第２のネットワーク
エンティティに伝送する(Ｓ７０)。以後、第２のネットワークエンティティは、第１のネ
ットワークエンティティに、ＭＳＳが電力ダウンされ、第１のネットワークエンティティ
がアイドルモードでＭＳＳのリストからＭＳＳ情報の登録解除又は削除を要請することを
通知する(Ｓ８０)。また、第２のネットワークエンティティは、例えば、ＭＳＳのアイド
ルモード状態を示すメッセージを介して、ＭＳＳに関する情報を保有したネットワークエ
ンティティに伝送することができる。
【００６８】
　同時に、ＭＳＳは、指示された電力ダウンの手順の一部としてロケーション更新の完了
をトライする。このようなメカニズムは、第２のネットワークエンティティが、ＭＳＳの
正確な状態を更新し、ＭＳＳに対する全ての情報を削除するようにする。さらに、このよ
うなメカニズムは、第２のネットワークエンティティが、電力ダウン時、ＭＳＳに対する
アイドルモードページング制御を中止するようにする。
【００６９】
　第２のネットワークエンティティは、対応するＭＳＳに電力ダウンロケーション更新が
成功的に実行されたと通知した後、ＭＳＳに係る全てのアイドルモード保有情報を配布す
る(Ｓ９０)。第２のネットワークエンティティが電力ダウン情報を更新できない場合、第
２のネットワークエンティティ(例えば、ページング制御機)は、ロケーション更新ポーリ
ング(polling)を用いて利用可能性をチェックする。ＭＳＳの非利用可能性が決定される
ことができるが、第２のネットワークエンティティは、ＭＳＳが“ページングリトライカ
ウント”をポーリングする第２のネットワークエンティティ更新に応答しないと、全ての
アイドルモード保有情報を削除する。
【００７０】
　なお、本発明の詳細な説明では具体的な実施形態について説明したが、本発明の要旨か
ら逸脱しない範囲内で多様に変形できる。よって、本発明の範囲は、前述の実施形態に限
定されるものではなく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められ
るべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
　添付された図面は、本出願の一部として統合され、本発明の実施形態及び本発明の原理
を助けるために提供される。
【図１】基地局(ＢＳ)からアイドルモード移動局加入者(ＭＳＳ)により受信されたページ
ングメッセージのフォーマットを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による無線アクセスシステムにおけるページングサイクルに
基づいてＭＳＳの利用可能性の検証を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による無線アクセスシステムにおけるタイマーを用いたＭＳ
Ｓの利用可能性の検証を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態によるアイドルモードにおけるＭＳＳのシグナルリング動作
を示す図である。
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